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学長渡遺 進
北海道女子短期大学が創立されてから，本年で丁度30周年を迎えることになる。この間，特
に開学の当初は，創設期につきものの経営上の諸問題も含めて，苦労が山積していたものと思
われるが，本学の先輩たちは一つ一つを英知と協力で克服して，前進して来た。その多忙さの
中にあって尚多くの学問的蓄積を行い，大学として独自の学風を樹立する基礎を作って今日に
至っている。私たちはいまこの過去の歩みに対して心から感謝の意を表する次第である。
＊＊ 
短期大学における調査研究は必ずしも容易ではない。短大で学ぶ 2年聞はきわめて短いため
に，どうしても学生への集中的指導に力点が置かれるので，教職員自身の研究に従事する時間
は制約される。また実験等の設備も十分とはいえないが，こうしたことは全国的に短大の置か
れている宿命とも思われる。
このような環境下で調査研究等を進めて行くには，工夫と努力が必要である。例えばテーマ
の上手な選択，つまり短大内でも実施可能な課題を選ぶこと。または出身大学あるいはそれに
準ずる指導を受け得る研究施設との連繋などが考えられる。調査研究の課題は“どこにでもあ
る”といって過言ではない。要は研究に対する意欲であると思う。
＊＊ 
調査研究は勿論自分自身のためであるので，対外的に発表することは必要条件ではない。し
かし論文は公表し意見交換の場を経てはじめて業績として公認される。従って全国学会・地方
会・研究会等が利用される。これと同じ目的で正規の学会誌への掲載があるが，周知のように
一定の制約があるので，機会を得るのは容易なことではない。この救済の意味もあって，現在
では各大学とも研究紀要あるいは研究業績集を発刊している。この内正規の学会誌として認定
されたものは全国で数誌しかないが，むしろこの研究紀要等が各大学の実状を知る重要な資料
ともなるし，近い将来本学の自己評価にも使われることを知っていてほしい。本学の研究紀要
もいろいろと府余曲折があり，関係者の努力のあとがしのばれるが，前述の意味で自分のため
にも紀要を大切に育てる気持を，皆が持ってほしいと心から願っている。
＊＊ 
長い間若いひとびとの指導も含めて研究に従事して来たが，最近感じたことを二， 三述べて
みたい。 ClaudeBernard (1813-1873）は内部環境と名付けて生体の細胞内部の変動に注目
したが，今日では遺伝子工学的に微細な分野にまで研究が及んでいる。また一面では地球ある
いは宇宙的広がりで人間環境を考えようとする傾向がある。
人聞の生活空聞は，高層に地下にあるいは宇宙へと急速に拡大して行く。その中にわれわれ
は新たに考え出した建築物や都市施設を建設して生活の基盤として来た。そして全時間の大半
をこの人工的に造られた環境の中で，同じく人工生産物である水・空気・光などを使用して生
活することとなった。その際個人の選択の自由は殆んど認められない。衛生工学的に巧みに調
節し維持管理されている近代生活はきわめて文化的であるが，詳細に観察すると健康との関連
において，新しい問題が包蔵されていることがわかる。
ある意昧では人聞は十分承知しながらも，健康を代償に支払って利便性や快適性を入手して
いるように考えられる場合もある。またあまりにも完壁に管理されている環境は，人体側の適
応や調節の幅を弱める危険性もある。結局は人聞は自分にあわせて個々に人工環境の利用の仕
方を考え，自分の健康を創造して行く必要があるだろう。
私たちは人聞の生存について各年代の主要テーマとして一例ではあるが次のような表現を
使って来た。’40年代結核， ’50年代成人病， ’60年代癌， ’70年代環境保全， ’80年代健康の
創造。そしてこれからは何か。 Qualityof lifeー とりっき易く快適性あたりが主テ マーとな
ろうか。
人聞をめぐる諸条件の変化は急速であり，同時にそれを研究する基礎的な考え方も常に変っ
て行くものと思う。
＊＊ 
今年発刊される紀要29号は毎年出している一般論文集であるが， 28号は30周年記念特別研究
委員会による共同研究“本学入学生の意識・実態に関する総合的調査研究”掲載の特別号の型
をとっている。この調査の目的は同委員会の表現を借りるならば，入学者の多面的な意識面を
明らかにして，本学における総合的，長期的学生指導の基礎資料を得ることにあると記されて
いる。詳細な説明は別にあると思うので省略するが，同種の調査は創立20周年時に行われたの
で， 10年たった今回は第2回目ということになる。同じ研究のつみ重ねの重要な意義もふまえ
て，さらに 3回， 4回とデータを積んでほしいと考えると同時に，これを調査の主柱とするな
らば，可能な折には単発的に，対象の範囲を拡げて，他地域とかあるいはアメリカの姉妹校と
の対比なども興味のあることかもしれない。いずれにしてもこの共同研究に従事した多くのひ
とびとのご苦労に感謝すると共に，本学の研究活動が創立30周年を契機にさらに活発になるこ
とを願って序といたしたい。
